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Netezza、新DWHアプライアンス 「TwinFin」 を発表 

データウェアハウス & 分析アプライアンスの新プロダクト・ファミリー登場 

卓越した性能で業界水準を再度塗り替える 
 

 

データウェアハウス（DWH）および分析アプライアンス業界のグローバル・リーダーである日本ネティ

ーザ株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役：ダグラス・エッツェル、以下、ネティーザ）は本日、

新しいブレード・サーバ型アプライアンス・ファミリーの最初の製品となる「Netezza TwinFin™（ツイン

フィン）」アプライアンスを発表しました。TwinFin アプライアンスは、ペタバイト級のユーザデータにま

で対応可能な拡張性を備え、他社ソリューションをはるかに上回るパフォーマンスを提供します。 

 

Netezza の TwinFin アプライアンスは、市販の業界標準ブレード・サーバに Netezza ソフトウェアを

搭載した構成となっています。各ブレード・サーバに実装された Netezza のデータベース・アクセラレ

ータ・カードにより、パフォーマンスの大幅な向上を実現しています。今回発表の TwinFin アプライア

ンスは、4 種類の用途向けに構成されたプロダクト・ファミリーの最初の製品であり、今後、エントリー

／開発用モデル、大量データ処理向けに大容量モデル、および新世代のリアルタイム分析を可能に

するメモリ強化モデル等の 3 つラインナップを順次リリースする予定です。 

 

「Netezza は 7 年前、ハードウェア、ソフトウェア、ストレージを密に統合し、従来の数分の 1 のコスト

で 10～100 倍のパフォーマンスを提供するアプライアンス（特許取得済み）を開発、データウェアハ

ウス市場の定義を覆しました。現在、同業大手ベンダーの多くが、Netezza のアプローチの一部を採

用することで価格性能比の向上を図っていますが、このたびの TwinFin の発表に伴い、市場におけ

る Netezza の揺るぎないリーダーシップがさらに強化されることになります」と Netezza の社長兼 

CEO、ジム・バウム（Jim Baum）は述べています。 

 

「企業のデータが急増する中、データの統合は引き続き重要な課題となっています。現在の不況下に

もかかわらずアプライアンスに人気が集まっているのはそのためであり、データウェアハウジングの

インフラストラクチャの導入数はほぼ無制限に増加を続けています」と Gartner Intelligence のインフ

ォメーション・インフラストラクチャ・グループ担当バイスプレジデントで著名なアナリストであるドナル

ド・ファインバーグ（Donald Feinberg）氏は指摘しています。 



 

アプライアンス・プロダクト・ファミリー及び詳細については、9 月 2 日よりマサチューセッツ州ボストン

で開始される「Enzee Universe 2009 World Tour」で発表する予定です。日本では 9 月 10 日（木）に

「新DWHアプライアンス発表記念セミナー」にて公開予定です（開催概要は後述）。 

 

Netezza TwinFin アプライアンスは米国において既に提供・出荷を開始しています。 

日本国内では 10 月末より出荷を予定しています。 

Netezza TwinFin に関する情報は http://www.netezza.co.jp/を参照下さい。 

 

 

【新DWHアプライアンス発表記念セミナー】開催概要 

日 時： 2009 年 9 月 10 日 午前 10:00 – 12:15 （開場 9:30） 

場 所： ANA インターコンチネンタルホテル東京 (東京都港区赤坂 1-12-33) 

内 容： 新 DWH アプライアンス「Netezza TwinFin」の概要及びアーキテクチャ 

  Netezza 創設者 ジット・サクセナ来日講演 

  ニューヨーク証券取引所（NYSE Euronext）による来日講演 

参加費： 無料 

参加申込： www.netezza.co.jp/ より 

 

 

 

ネティーザ（NETEZZA Corporation）について 

Netezza (NYSE Arca: NZ) は、拡張する企業のビジネス・ユーザによる高度な分析を支える、データウェアハウスお

よび分析アプライアンスのグローバル・リーダーです。企業は Netezza のテクノロジーによって膨大なデータを迅速に

処理することができ、今日のデータ集約型業界、例えばデジタルメディア、エネルギー、金融、官公庁、ヘルス＆ライ

フ・サイエンス、流通、情報通信業界等において確固たる競合優位と企業運営における大きなアドバンテージを得る

ことができます。Netezza は、米国マサチューセッツ州マールボロに拠点を置き、ヴァージニア北部、カナダ、英国、ド

イツ、フランス、日本、韓国、オーストラリア、シンガポールにオフィスを構えています。Netezza の詳細については、

弊社のホームページをご覧ください : www.netezza.co.jp 

 

 

【本件に関するお問合せ先】  

日本ネティーザ株式会社 マーケティング本部 

TEL: 03-5456-4557 / FAX: 03-5456-4552 URL  www.netezza.co.jp/ 

 

＊Netezza®, TwinFin™および Netezzaロゴは Netezza Corporationの商標もしくは登録商標です。 
その他の会社名、製品名、ブランド名は各社の商標もしくは登録商標です。 
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